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研究成果概要

これまでの共同利用研究により、スーパーカミオカンデ検出器において観測される宇

宙線ミューオンに関連する研究を実施してきた。本年度（2025年度）は、負電荷ミュー

オンと酸素原子核の吸収反応を通して生成される、放射性元素の生成分岐を測定する研

究成果が学術論文として公表された [論文 1]。

 この研究成果では、負ミューオンと酸素原子核の吸収反応による原子核の内、16N の

生成分岐比を世界最高精度で測定し、さらに 15C, 12B, 13Bの生成分岐比を世界で初めて

定量的に測定した。

また、昨年度(2024年度)から継続して、次の研究を行った。

1) 宇宙線ミューオンの軌跡や入射位置などを決定する再構成アルゴリズムの改良 [1]

2) 宇宙線ミューオンのフラックス測定の高感度化に向けて、宇宙線ミューオンの多重度

を評価する新しいアルゴリズムの開発 [2]

3) 大気上空での温度 (密度)と、宇宙線ミューオンの観測頻度の相関を明らかにする研

究を遂行した。

2026年度は、上記の(1)-(3)の研究成果を学術成果として公表する予定である。
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